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東日本大震災から8年が経過し，被害の大きかった地域の中には，震災前の活気を取り戻せていない箇

所がある一方で，復興を経て大いに活気のある地域も存在する．震災で甚大な被害を受けた小規模な漁村

である石巻市小渕浜地区は，震災後には漁業を迅速に再開し，多数のプロジェクトを実施するなど，他の

地域に見られない活発な独自の復興を遂げている． 

本稿では小渕浜を対象とし，文献やインターネット調査，関係者へのインタビュー調査を通して，地域

の文化の継承や同地域で実施された活性化のプロジェクトの震災復興過程における役割について考察する

ことを目的とする．なお活性化を一意に定義することは容易ではない．本稿では，多数のプロジェクトが

小渕浜で継続的に実施される中で，それらが地域にもたらした変化を捉えることに主眼を置く． 

     

 Key Words : 震災復興, 活性化プロジェクト, 小渕浜,地域活性化 

 

 

1. 序論 

(1) 研究背景 

東日本大震災から8年が経過し，被害の大きかった宮

城県女川町や石巻市市街地では，町の整備の進行・産業

の復活など，活気が取り戻されている．一方，同様に被

害の大きかった石巻市牡鹿地区などでは，住人の減少や

過疎化の進行，産業の縮小など以前の活気を取り戻せて

いない地域が，未だ多く存在する．2018年2月のネット

モニターに対するアンケートでは，震災から7年が経過

し，「自分の住む街の復興」について沿岸部被災者の

22.0％が「改善している」と捉えている。また，29.1％

が「悪くなっている」と回答し，沿岸部に住む被災者の

暮らしの復興状況が震災から月日が経過していく中で，

二極化されていることが指摘されている1)．東日本大震

災をはじめとした，災害の被害により，以前の生活，活

気を取り戻せていない地域が多く存在することは，震災

によってもたらされる大きな問題の1つである． 

本稿で対象とする石巻市小渕浜は，被害の大きかった

牡鹿地区の地域であるが，復興を経て大いに活気のある

地域になっている．小渕浜は、震災後津波により甚大な

被害を受けた小規模な漁村でありながら，迅速な漁業の

再開，多数のプロジェクトの実施，被害を受けた 3つす

べての民宿が復活するなど，他の地域に見られない独自

の復興，活性化が進行している．また，牡鹿地区は主産

業である漁業の就業者が特に多い地域であるが，漁業セ

ンサスの調査より，震災後，牡鹿地区の多くの浜では約

半数の人々が漁業から離れてしまったことが明らかとな

った。一方，小渕浜の漁業就業者の減少率は 2割以下と

なっており，他の地域とは異なる特徴を持った地域であ

ることがわかる．よって，震災後に独自の復興を見せた

小渕浜の震災復興過程の行動を把握することは，災害に

よる被害からの復興，地域の活性化につながる成功例の

知見を残す意義を持ち，これからの災害からの復興や地

域活性化を考える上で基礎的情報となることが期待され

る． 

(2) 研究目的 

本稿では，今後何処かで災害を経験することがある際

に，暮らしの再建や地域活性化の際の参照となることを

念頭に，石巻市小渕浜の震災復興過程における活性化の

プロジェクトの調査を実施する。そして，その結果を用
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いて，小渕浜における活性化のプロジェクトの役割を明

らかにすることを目的とする． 

小渕浜の復興の特徴である活性化のプロジェクトの役

割を明らかにすることにより、災害からの復興、活性化

の一因となる要素の理解を試みる。 

本稿では，多数のプロジェクトが小渕浜で継続的に実

施される中で，それらが地域にもたらした変化を捉える

ことに主眼を置く． 

2. 研究の位置づけ 

 

清野ら 2), 3), 4)は，小渕浜における 2011年 6月から 2014

年 9月の期間の都市農村交流による産業とコミュニティ

の再生の枠組みを検討することを目的とする調査を実施

した．その結果，被災地を支援する地域外部の人々の活

動が小規模な漁村集落の復興を後押ししていることを把

握し，獅子舞の復活など以前の暮らしを重視する活動の

持つ意味は大きいと述べている． 

平島 5)は，コミュニティにとっての獅子舞の伝承の意

義，およびコミュニティの在り方との関係についてフィ

ールドワークを通して明らかにし，獅子舞の今日的意義

を考察することを目的に小渕浜で調査を実施した．その

結果，獅子舞が復活できた大きな要因のは住民の強い思

いと共に，ボランティアが獅子頭の捜索や制作に協力し

たことであると述べた。また，獅子舞はコミュニティの

構成員の連帯感・一体感を強化し，コミュニティの存続

を願う人々のアイデンティティの拠りどころとなってい

ることを明らかにした． 

岡田 6)は，地域経済学の視点から，東日本大震災から

の復興をめぐる問題と地域再生の展望の検討を行ってい

る．地域が形成，再生産される条件は，その地域の経済

主体（企業，農家，協同組合，NPO，自治体等）が毎年

投資を繰り返すこととし，復興・地域再生とは被災地の

建造環境の復旧に加え，家族生活やコミュニティを含む

社会関係の再生を意味し，経済的には地域内再投資力を

担う被災者・被災企業の再生産活動の再開が鍵となるこ

とを示している． 

敷田 7)は，地域づくりでその役割が注目されているよ

そ者について，先行研究からよそ者の定義や特性を明ら

かにしたうえで，よそ者と地域の関係を考察している．

よそ者が地域とかかわることで地域づくりが促進された

り，地域にないものを提供してくれたりするので，よそ

者が活躍した例を挙げ，よそ者が持つ効果をよそ者効果

として 5つに整理した． 

Aldrich8)は震災が発生した地域において，部外者を含

む，短期間の活動以上に，被災地コミュニティの住民間

の人々の信頼関係や結びつき，社会的ネットワークが，

災害後の復旧プロセスの重要な要素であることを示して

いる． 

以上を踏まえると，地域再生，地域づくりには，地域

の経済主体による継続的な投資や外部の人々であるよそ

者の行動が関わっていると述べている。地域の活性化に

おいて地域内での様々な活動が大きな影響を与えている

ことが考えられる．また，震災からの時間の経過により，

復興，活性化は大きな変化を遂げており，外部の人間の

活動がもたらした影響や役割においても大きな変化を遂

げていると考えられる．震災直後から二年ほどを対象に

小渕浜の活動に関する地域外部の人々の行動についての

研究や，獅子舞の復活の意義とそれに伴うコミュニティ

のあり方など，小渕浜で実施されている多種多様な活動

の中での個々の活動に着目した研究は行われている。し

かし，震災から現在までの多様な活動を横断的に分析し

た研究は行われていない．そこで本稿では震災直後から

調査時点（2019年 1月）での，震災復興過程における小

渕浜での様々な活動，行動を調査し，小渕浜における活

性化のプロジェクトの役割の把握を試みる． 

3. 研究対象地概要 

(1)  研究対象地域 

本稿の対象地である小渕浜地区は宮城県石巻市（2005

年の合併前は旧牡鹿町）にあり，牡鹿半島の南西部に位

置する（図-1）. 世帯数 196世帯，人口は 470人（2018

年 12 月末時点，隣接する給分浜を含む）で，牡鹿半島

内では比較的規模の大きな地域である. 

 

 

図-1 小渕浜の位置 
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東日本大震災により，小渕浜の人口は753人（2010年9

月末時点）から471人（2015年9月末時点）と減少した．

集落の大部分が浸水し,家屋や漁業用の納屋,漁業道具,養

殖施設，漁船など多くを失い，小渕浜で経営されていた

三つの民宿はどこも営業ができなくなるなど壊滅的な被

害となった． 

主産業の漁業は古くから営まれており，第一種漁港で

ある小渕浜漁港と給分浜漁港を有し，カキやワカメ，ノ

リの養殖，アナゴ漁などが盛んである．住民の多くが漁

業関係者であり，比較的若い世代の男性が多いが，若い

世代の市街地への移転や青年団のような存在である実業

団の団員数の減少などの課題を抱えている． 

(2) 研究対象地の特徴 

小渕浜はいくつかの特徴を有しており，それらが小 

渕浜の活性化に影響を与えた一因であると考えられる． 

第一に，震災により甚大な被害を受けたが，震災後に

浜での漁業を辞めた人数が他の浜と比べ少ない点である．

これらは石巻市市街地から通いで漁業を実施する人が増

加したことや小渕浜の人々が自主的に漁業再生に向けて

地域を挙げて行動していたことが要因であると考えられ

る．一方行政による漁業支援も活躍した．小渕浜で実施

された行政による漁業支援は複数存在し，多く活用され

た支援は，費用の 9分の 1のみ個人で負担する内容であ

った．しかし行政からの漁業支援の開始は震災直後に実

施されなかったため，当初，小渕浜の人々は行政からの

支援を期待せず，自身の力での漁業の再生を実施した． 

第二に，震災直後から現在に至るまで，震災前には見

られなかった多種多様なプロジェクト(表-1)が実施され

ている点である．これらは，近隣の似た地域では実施さ

れた例が見受けられず，特にこの地域の独自性の強い特

徴である． 

第三に，震災後に様々な団体，土地，人々が小渕浜の

支援やボランティアに携わり，ネットワークが形成され

ている点である．小渕浜の活動はSNSやメディアなどで

発信され，ボランティアに関わる人だけではなく，多く

の人々に知られることになった．また小渕浜内でも震災

の復興を通し，人々のつながりが強化されたとの意見は

多い． 

4. 調査概要 

本調査は，3.で提示した，牡鹿地区内において，他の

浜とは異なる独自の復興，活性化を見せる小渕浜で，活

性化や地域の変容に多大な影響を与えたと考えられる活

性化のプロジェクトの小渕浜での役割を明らかにするこ

とを狙いとする．また，震災復興過程における小渕浜で

の活動を調査することも目的とした． 

本調査では文献調査・インターネット調査に加え，こ

れまで小渕浜の復興，地域活性化に携わってきた方々の

中から，小渕浜での立場，役割を勘案し，小渕浜に異な

る関わり方をしている，9名（表-2参照）にインタビュ

ー調査を実施した．インタビュー調査により，小渕浜の

震災直後から現在に至るまでの状況や，活性化のプロジ

ェクトの情報収集を行う． 

インタビュー調査を通し，各種活性化のプロジェクト

から，小渕浜地域の人々の暮らしの再建と，地域の活性

化に影響を与えたと考えられるプロジェクトを選定した。

そこで選定された活性化のプロジェクトから小渕浜の暮

らしの再建，地域活性化の要因の理解を試みる．様々な

側面を持つ活性化のプロジェクトを，一様に理解するた

め，いくつかの要素によって整理を実施し，それぞれの

活動が持つ特徴を明らかにする．整理を実施する要素は

「プロジェクトの主体」，「キーパソン」，「活動の目

的の変化」，「よそ者の行動」，「その他」である．こ

れらの要素は，プロジェクトの発端となる存在やプロジ

ェクトを動かしていく存在，プロジェクトが実施される

要因となる目的，活動の中での出来事を明らかにし，他

地域でこれらのような活性化のプロジェクトが実施され

る際に参照となることを見据えている． 

5. 調査結果 

インタビュー調査やインターネット調査を通し，小渕

浜で実施されたプロジェクトにおいて，それぞれの活動

が，様々な側面，意義を持っていることが明らかになっ

た． 

そこで本稿では，「小渕浜通信の活動」，「小渕浜花

表-1 活性化のプロジェクト一覧 

活性化のプロジェクト 

小渕浜通信 2)の発足 小渕浜復興地ツアー 

五十鈴神社修復プロジェク
ト 

小渕浜花火大会 

桜畑寄席 獅子舞復活プロジェクト 

小渕浜神輿復活バスツアー 小渕浜五十鈴神社夏祭り 

金黄金山神社初巳大祭参加  

漁業再生,漁業支援 

小渕浜ふるさとプロジェク
ト 

がんばる養殖プロジェク
ト 

表浜漁業再生プロジェクト  

 

表-2 インタビュー対象者 

小渕浜地区区長  牡鹿総合支所地域振興課 2名 

小渕浜実業団現・前団長 小渕浜の民宿経営者 2名 

小渕浜通信代表 牡鹿地区の保育所所長 

アーキエイド発起人（震災後牡鹿半島の調査を実施） 
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火大会」，「小渕浜獅子舞復活」，「五十鈴神社夏祭り

の神輿担ぎの再開」，「漁業の再開」の5つの活動を小

渕浜地域の人々の暮らしの再建と，地域の活性化に影響

を与えたと考えられるプロジェクトとして選定し，それ

らの活動の整理を実施した（表-3～表-7参照）．以降に

その結果を述べる． 

6. 活性化プロジェクトの役割の考察 

本章では小渕浜の震災復興過程で実施された活動から，

暮らしの再建，地域活性化の要因の理解を試みる．小渕

浜で実施された活性化のプロジェクトは，現在の小渕浜

の活性化に様々な側面において，多大な影響を与えてい

るものであると明らかになった．では，小渕浜で震災復

興過程に実施された活性化のプロジェクトが小渕浜にお

いてどのような役割を持ち，小渕浜に影響を与えたか，

5.で整理を実施した 5つの要素ごとの考察を行った． 

(1) プロジェクトの主体 

小渕浜での殆どの活性化のプロジェクトの主体は小渕

浜内の団体と，小渕浜外の人の複数が携わっていること

表-5 小渕浜獅子舞復活 

主体 小渕浜通信・小渕浜実業団 

キーパー 
ソン 

小渕浜通信前代表・実業団員 

目的の 
変化 

①津波で流されてしまった村の伝統である獅子
舞の復活 

②小渕浜の誇りを復活させることで精神的な支
柱としたい 

③獅子舞文化の継承 

よそ者の
行動 

資金収集の補助 

その他 獅子舞復活資金のための助成金申請等の提供 

区長（当時）による住民アンケートの実施によ
る問題意識の共有 

地域の誇りの復活による小渕浜を離れていた人
が訪れる契機となった 

 

表-6 五十鈴神社夏祭りの神輿担ぎの再開 

主体 チーム出張寄席・小渕浜実業団 

キーパー 

ソン 

チーム出張寄席・小渕浜通信代表・実業団員 

目的の 

変化 

①どんな形でも神輿担ぎを再開させる 

②人の手で担ぐ神輿担ぎを再開させる 

③多くの神輿を担ぐ人を集めて，完全な形での神
輿担ぎを実施する 

よそ者の 

行動 

小さな地域のお祭りを人が集まるイベントへと昇
華させた． 

その他 定期的に寄席を開催しによる交流の場の提供，地
域の人から認知される 

小渕浜全体が参加し，共通して楽しむことのでき
る場の提供 

日程の変更の実施，「やれることがあるならや
る」という考えを持つ 

 

表-7 漁業の再開 

主体 地域全体・行政 

キーパー 

ソン 

小渕浜の漁業に関わる方  々

目的の 

変化 

①何もしないよりは少しでも収入を得る 

②震災被害を受けても生きる道があることを示

す 

③これからも小渕浜で生きていく 

よそ者の 

行動 

漁業支援によるサポート 

アルバイトやボランティアによる支援 

その他 皆が漁業再開に向けて動きだしたことにより希

望が湧く 

小渕浜の生活そのものである漁業の再生による

誇りの復活 

生業の再開による生活の再建 

 

表-3 小渕浜通信の活動 

主体 小渕浜通信メンバー 

キーパー 

ソン 

小渕浜通信前代表・小渕浜通信代表・実業団員 

目的の 

変化 

小渕浜の皆さんが自立しようとする姿を見守りな
がら，行政に行き届かない部分での後方支援を行
う 

友人として対等な立場から，小渕浜の人々の支援
を続ける 

よそ者の 

行動 

支援団体である小渕浜通信を設立する． 

様々な活動を実施する． 

その他 BBQ の実施などよそ者と小渕浜の人々の交流の場
の提供 

小渕浜の支援の受け皿となり，プロジェクトの企
画,運営を実施 

SNS を通し地域の繋がりや外部との繋がりの強
化，外部への情報発信 

ボランティアの方々のネットワークの形成，継続
的な支援の実施 

 

表-4 小渕浜花火大会 

主体 小渕浜通信・小渕浜通信代表の友人の花火師の
方  々

キーパー 
ソン 

小渕浜通信代表・実業団員 

目的の 
変化 

①復興の願いを込めて小渕浜に花火を上げたい 

②折角ならもっと良いものが見たいと考え小渕
浜内でも寄付が集まる 

③地元に根付いた小渕浜主体の行事にしていき
たい 

よそ者の 
行動 

今まで小渕浜にはなかった行事を，小渕浜に持
ち込み，実施した． 

その他 皆が共通して楽しむことのできる場の提供 

都心部から支援できる活動の場の提供 

小渕浜の人々の自分たちが支える活動であるこ
とを認識し，自分たちが協力してより良いもの
へと導こうとした 

小渕浜の人々の繋がりの強化 

小渕浜を通し，様々な場所への支援の繋がりが
生まれ，交流の発生 
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が明らかになった． 

漁業再生においては，当初小渕浜の漁業に関わる人々

が主体となっていたが，行政からの支援の開始後は小渕

浜の人々が上手く外部を活用していた． 

花火大会においては，小渕浜通信の代表が主体となっ

ているが，何度も実施していく中で，小渕浜の人々の寄

付が集まるようになり，協力関係が築かれつつあること

が分かった。今後，小渕浜の人々がより協力するように

なることで，成熟したプロジェクトになることが予想さ

れる． 

よって，活性化のプロジェクトにおいて主体となる存   

在は，その地域の地域を動かしている存在と，外部から

親身になって，継続して支援を行ってくれる存在が必要       

であることが示唆された． 

(2) キーパーソン 

(1)で提示した通り，活性化のプロジェクトを実施し

ていく主体は，小渕浜の人間と外部の人間の協力で成り

立っている．そこから，キーパーソンとしての働きを持

つ存在は，小渕浜の人間と外部の人間のどちらもが必要

であることが明らかになった． 

またキーパーソンは，主体となる小渕浜の団体と外部

をつなぐ役目であることが考えられる．小渕浜通信は前

代表や現在の代表が，小渕浜を訪れ，同等な友人のよう

な立場として支援を実施したため，現在までプロジェク

トが実施されている．キーパーソンは無理のない範囲で

継続的に，活動に関わっていくことがプロジェクトを成

り立たせるうえで重要であることが示唆された． 

(3) 目的の変化 

多くのプロジェクトが，当初の目的から進行していく

中で目的が変化を遂げていることがわかる．当初の目的

は，先ず目の前にある課題を達成することを目的として

おり，自身の生活の再建や，無くなってしまったものを

再生することが多く見受けられる．しかしプロジェクト

が進行していく中でそれらをより良いものへと変化させ

ていくことを目的としている．それらが達成されると，

これからの未来や，将来など先を見据え，継続させてい

くことを目的としている． 

活性化のプロジェクトの持つべき目標は，先ずは，目

の前の課題をクリアすることを考え，そこでは終わらず

により良いものへ進化させることを考え，最終的には，

プロジェクトを継続していくことを考えるべきであるこ

とが示唆された． 

(4) よそ者の行動 

小渕浜で実施されたプロジェクトは殆どがよそ者と小

渕浜地域の人々が協力し合い実施されている．実施され

ているプロジェクトは、よそ者の押し付け的な支援では

なく、地域の人々が何を必要としているかを、共に考え、

理解したうえで行われているため、地域の人々からも受

け入れられていると考えられる。また、すべてのプロジ

ェクトが地域や組織の変容の促進に役立っており，活性

化のプロジェクトは，小渕浜に外部の視線が入ることに

よって，小渕浜の変化を促したと考えられる． 

(5) その他 

活性化のプロジェクトが，小渕浜にもたらした影響は

多数存在する．しかしそれらは当初目的とされていたも

のだけではなく，プロジェクトが進行していく中で，効

果が波及していったものであることが明らかになった．

震災直後はボランティアなど外部の人々から，直接的な

支援や，知識の提供を受け，生活の再建がなされた．復

興が進む中で，プロジェクトを通し，小渕浜内のコミュ

ニティ，外部との人間，土地とのネットワークが強化さ

れた．現在は，友人関係のような同等である立場として，

継続した活動がなされている．活性化のプロジェクトは，

小渕浜の人々と外部の人間を友人のような同等な立場へ

と変化させ，継続的な活動を誘発したことが，小渕浜の

活性化に影響を与えたと思われる． 

7. 本稿の成果 

本稿では，独自の復興，活性化を見せる石巻市小渕浜

で，震災復興過程においての活性化のプロジェクトの調

査を実施し，活性化のプロジェクトの役割を明らかにす

ることを狙いとしたうえで，以下のことを明らかにした．  

・ 活性化のプロジェクトは，キーパーソンを核として，

プロジェクトの主体となる小渕浜の人々と，外部の

人々の交流の場を提供し，親交が深まることで，共

同で活動を実施する体制を整える役割を持つ．また

小渕浜の人々と外部の人が，友人関係のような対等

な立場でいることが，活動を継続するうえで重要で

あることが示唆された． 

・ 活性化のプロジェクトを開始する段階では，災害被

害からの再生を目的に活動を開始し，生活の再建を

促す役割を持つ．小渕浜では，プロジェクトを再生

させた時点で活動を終了させず，小渕浜の人々と外

部の人が継続し活動を続けたことにより，復興を経

て大いに活気のある地域へと変化した．よって，地

域内外の協力を続け，活動を継続し，生活の再建，

地域の将来を見据える役割を持つことが示唆された． 

・ 小渕浜の人々は「外部の人がここまでやってくれて

いるから，自分たちもやれることがあるならやる」

と心境が変容していった．よって，活性化のプロジ

第 60 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 6 

ェクトは，地域の組織や人々の変容を推進する役割

を持つ．支援を受ける地域の人々は継続的な活動に

よって心境が変容していくことが示唆された． 

 

本稿は，小渕浜の 5つの活性化のプロジェクトに焦

点を当て，調査を実施した．今回の調査でインタビュ

ーを実施した 9名以外にも活性化のプロジェクトに関

わる人や，小渕浜の活性化に影響を及ぼしたと考えら

れるキーパーソンが存在する．それらの地域外の人間

がなぜ小渕浜への継続的な支援を実施するのか．また

牡鹿地区内の他の地域との比較調査を行い，小渕浜の

特徴を捉えることが今後の課題である． 
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